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武道ルネッサンス　Budo Renaissance

全日本拳法会本部　

2013年の文字

２０１3年2月吉日

全柔連の暴力・パワハラ問題や部活動の暴力など、我が国のスポーツ界、教育界は、大きな転換期を迎えて
います。これらの問題をルール化、海外の教育システムに転換することにより解決すると言う安易な考えに流
されがちですがルール策定により失われる「技」「心」があることも事実です。私たちは、失われた！これから、
失われると思われる「技と心」を再考した「武道ルネッサンス」を掲げたいと考えます。The Budo Renaissance.
We will think about Waza and the mind that were lost by becoming a rule.

Shin
2013南アジア武道研究会 in Pokhara Nepal

SOS戦争孤児院支援 濱田敏哉先生による居合道講習

2013南アジア武道研究会
が２月２日～４日に
Pokharaで開催されまし
た。日本からは、濱田俊哉
居合道師範を団長に安藤
慎吾(愛知）富井邦彦(岐
阜）が参加しました。また、
拳法会が支援している
SOS戦争孤児院を訪問し
日本からの支援物資を渡
しました。
　2013South Asia Study of
Budo 2-4 Feb in Pokhara
& Kathmandu.

国際武道大学へ4月から
特待生で入学が決まりま
した。

General Secretary : Nabin
Acharaya （事務局長：ナビ
ン・アチャルヤ）



2013世界拳法選手権　2013WKCが開催！

電話053-439-0909

「部活動の暴力、領土問題、エネルギー問題、地球温暖化、寒冷
化と環境問題」は、歴史という川の流れの中では、同舟である！

歴史と言う川に浮かぶ「舟」の航路を明確に人類生き残りをかけ舵をとる時が来ている。

部活動と領土問題、エネルギー問題、環境問題は、全く異質のものと、とらえが
ちだが人類、地球という歴史の川の流れのなかでは、同じ舟に皆乗っている。
我が国の「部活動」の幕開けは、1873年（明治6年）に当時の日本人の脆弱な体
格改善と戦闘に適した軍隊的規律の教育の為に導入され1882年(明治22年）に
「必修化」となった。
　その背景には、16世紀の産業革命（石炭エネルギー）による西洋列強による植
民地化、奴隷化（資源・労働力）による領土拡大策の侵攻により学校教育も当
然、対応して行った。産業革命以前のスペイン、ポルトガルなどの領土拡大策
は、金銀や奴隷の獲得が目的でインカ帝国の人口1600万人が侵略と天然痘な
どの病気が持ち込まれ100万人に減少したとも言われている。更に、1900年代に
は、エネルギーは、石炭から石油と変わり新たな石油獲得支配の歴史が展開さ
れた。紀元前6000年のアッシリア帝国（メソポタミア＝イラク）の誕生以来、歴史
と言う川の流れに、「領土、エネルギー、環境、教育」は、同じ舟に乗っている。
　エネルギーにおいては、2050年には、石油は、無くなると言われている。2500
年には、石炭など化石燃料も無くなり限界が来る。それらを無駄に使った時は、
2500年までに人類は、原子力なり新たなエネルギーを確保しなければならない。
　また、1億3千年前に氷河期などにより恐竜時代は、終わり、現在は、「間氷河
期」にあたりこの間氷河期も終わりに近づき！新たな氷河期が始まっているとも
言われている。
　さて、地球史における気温の変化と1億3千年前の恐竜時代のCO2量を調べて
みた歴史学と言うものは、非常に面白く真実が予測される。30万年前と現在の
気温の推移を見れば、同じサイクルの中にあり化石燃料によるCO2とは、無関
係と言うことが分かる。しかし、化石燃料と言う資源は、天から授かった「黒いダ
イヤと黒い黄金の水」である。2500年には、なくなるといわれている。大切なダイ
ヤと黄金の黒水は、大切に使わせていただかなくてはならない。いずれにせ
よ！氷河期が周期的に訪れているのは、銀河系レベルの大局的影響で太陽を
回る地球の軌道の変化と考えるべきか？？とも思う。その氷河期に対応すべく
エネルギーと穀物量を獲得する事が課題である。そのときのため、時代の人々
に「ダイヤと水」のエネルギーを残してやらねばならない。

会員募集中！


